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1. はじめに 

近年、地方公共団体では、過疎化・高齢化への対応が

急務であり、課題解決のアプローチとして、住民の地域

への愛着度を高めるなどの活動がある(シビックプライド

の醸成)[1]。本研究では、このシビックプライド醸成とい

う課題に対して、ある自治体の住民アンケート結果から、

多変量解析や機械学習を用いて掘り起こした潜在的な

「新住民価値」のシビックプライド醸成への貢献度の評

価と、「新住民価値」の住民意識を高めるための居住環

境条件の導出を行う。本研究は今回の事例以外の多くの

自治体での訴求も目的とする。 

2. 本研究の概要 

2.1 本研究で取り組む課題 

住民アンケートから新住民価値を掘り起こし、住民意

識を高める居住環境条件を導出するために取り組む課題

を以下に示す。 

(a)自治体の住民アンケートから「新住民価値」を導出  

(b)導出した「新住民価値」の住民意識の評価  

(c)「新住民価値」を高める居住環境条件の導出 

2.2 主な研究プロセス 

本研究の目的は、ある地域住民のシビックプライド醸

成のために潜在的なテーマを発掘し、そのテーマに沿っ

て住民意識を高める自治体の具体的施策を導出すること

である。ある自治体の住民アンケート(2018年以降実施)か

ら2.1に示す課題(a)(b)(c)に対して住民意識を高める居住環

境条件を明確にする。本研究にて住民意識を高める自治

体施策を導出するためのモデルの概要を図 1に示す。 

今回の研究範囲は課題(a)(b)の範囲とする。対象データ

は自治体が運用中の住民アンケートを適用する。新住民

価値の導出方法は主成分分析を適用し、主成分の意味付

けを行い寄与率の評価を行う。アンケート回答から導く

新住民価値は、シビックプライド醸成に寄与する特徴量

全体を要約できるような軸であることが求められるため、

主成分分析を用いて新住民価値を導出する。 

3. 新住民価値導出のための特徴量の選択 

住民価値に寄与する主成分導出の精度を上げるため、

機械学習モデルを適用して「住み心地が良い」回答に対

して重要度が高い特徴量(アンケート回答)を事前に選択し

ておく。また、機械学習の精度を高めるための前処理と

して「住み心地が良い」アンケート項目の回答に影響度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 モデルの概要 
 

が大きい特徴量を選択する。特徴量選択の手法としてア

ンケート選択回答については数量化Ⅱ類[2]および相関分

析を、自由記述回答についてはテキストマイニングの手

法を活用する。多変量解析による特徴量選択プロセスを

表 1に示す。 

 

表 2 多変量解析による特徴量選択プロセス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート項目回答（特徴量）の選択では、分析対象デ

ータを「住み心地」が「良い」「悪い」の 2 群に分け、2

群の相関比を最大にする説明変数の重み(カテゴリウェイ

ト/レンジ)のレンジ閾値 0.15 以下の特徴量を削除した[数

量化Ⅱ類]。また、選択した特徴量のクロス集計からクラ

メール連関係数が高い特徴量を集約した（多重共線性の

排除）[相関分析]。アンケート自由記述回答（特徴量）の

選択では、KH Coder を使用して抽出した各形態素の tfidf

値[3]のランキング(50 個)から特徴語を抜粋し数量化(One-

hot encoding)し特徴量とした [テキストマイニング]。数量

化Ⅱ類とテキストマイニングで選択・数量化した特徴量

を併せて機械学習モデルに入力し「住み心地の良さ」を

目的変数とした分類予測を行い、scikit-learn[4]の機能を用

いて、重要度の高い特徴量 50 個を選択して主成分分析に

入力した。 



4. 新住民価値の掘り起こし（主成分分析） 

4.1 主成分負荷量について 

scikit-learn の機能で主成分分析を行い、第 1～第 2 主成

分を算出した。主成分の意味づけの方法として主成分負

荷量に着目した。主成分負荷量を第 1(pc1)および第 2主成

分(pc2)の 2次元座標にプロット(変量プロット)し pc1、pc2

を解釈した（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 変量プロット 
 

pc1 の主成分負荷量（正）は生活環境に不満で、まちづ

くり参加意欲が小さく、やや消極的であり、人口・就

業・文化遺産活用に一部課題提起がある。10～50 代が中

心。一方、主成分負荷量（負）は生活環境に満足で町に

愛着もあり人間関係も良好で、住み心地も良く住み続け

たい意識が把握できる。また、まちづくり参加意欲が大

きく、積極的でまちづくりに関心があり、改善の期待ま

たは満足の意向がある。年代層は 60 代以降が中心であっ

た。この状況より pc1 は未来改善(不)志向度であると意味

付けした。pc2 の主成分負荷量（正）は一人暮らしでなく、

住み続けたい意向であると解釈できる。一方、主成分負

荷量（負）は一人暮らしであり、インフラ・福祉が重要

視されている。この状況より pc2は家族同居・居住継続意

向度であると意味付けした。 

4.2 主成分の意味付けの検証 

4.1の主成分負荷量の傾向から実施した pc1および pc2の

意味付けを深耕し、その内容を 2022 年度の住民アンケー

トに追加した。追加アンケート回答により前記の主成分

の意味付けの妥当性を検証した。追加アンケート質問の

内容を図 3に示す。また、主成分の意味付けの検証の 1例

として pc1の意味付け、意味付けの深耕内容と、意味付け

の検証基準および検証内容(結果)のサマリを表 2に示す。 

 

 

 

 

 

図 3 追加アンケート内容 

 

 

 

表 2 導出主成分の意味付けと検証結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2において、前出 pc1の「主成分の意味付け」の内容

をさらに詳細化し、表中の「主成分の深耕」に示す①若

手/ベテランの二極化、②若手(不満、消極的)/ベテラン(満

足、積極的)、③若手は旧い風習や文化、環境に不満、な

どの傾向を得た。住民アンケートに①～③の住民意識を

確認・検証するための質問を追加し(図 3)、アンケート回

答を分析して主成分の意味付けに関して一定の妥当性を

検証できた（表 2「検証内容のサマリ」）。 

「若手/ベテランの二極化」に関しては、住民全体での

自治体活動が重要であるという認識が住民の過半数を占

める中で、全ての年代が若手年代に期待する住民の二極

化の意識を確認した。また「若手（不満、消極的）、ベ

テラン（満足、積極的）」の傾向を住民が認識しており、

60%を超える住民が若手育成の課題を感じている。さらに、

アンケート回答では若手を主体に外部との協働体制を求

めがちであり「若手は、旧い風習や文化、環境に不満を

持っている」傾向が検証できた。 

5. おわりに 〜課題と今後の対応 

今回の研究において、自治体の住民アンケート結果に

潜在する住民価値を導出するモデルを構築した。導出し

た住民潜在価値に関して、追加アンケートにより一定の

妥当性を検証することができた。本年度は主成分分析を

軸に多変量解析、テキスト解析の精度向上を図った改良

モデルを適用して 2022 年度の当該自治体のアンケート結

果を分析し、住民価値が高い住民施策立案に貢献する予

定である。また、今後のモデル精度向上・住民価値導出

のためのテーマとして以下の推進を計画している。 

・新住民価値の住民意識を高める居住環境条件の導出 

・テキストマイニング結果からの最適な特徴量選択 

・適用する機械学習モデルの精度向上 

・感情分析を適用した文字回答の深耕分析 
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